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本 研 究 は 、 日 韓 の テ キ ス ト ご と に 異 な る 歴 史 像 （ 世 界 像 ） が い か な る も の
な の か を 見 極 め よ う と す る も の で あ る 。 そ の 一 歩 と し て 『 三 国 史 記 』 と 『 三
国 遺 事 』 （ 韓 ） 、 『 日 本 書 紀 』 （ 日 ） に 記 さ れ 同 一 人 物 と し て 見 な さ れ て き
た 朴 堤 上 （ 『 三 国 史 記 』 で は 朴 堤 上 、 『 三 国 遺 事 』 で は 金 堤 上 、 『 日 本 書 紀
』 で は モ マ リ シ チ ） の 記 事 を め ぐ っ て そ れ ぞ れ の 史 書 の 世 界 観 を 探 っ た 。  
 

本 稿 で は テ キ ス ト ご と に 微 妙 に 異 な る 内 容 を 持 つ 朴 堤 上 記 事 に つ い て 、 あ
る 一 方 が 虚 構 、 も う 一 方 が 事 実 だ と 見 な す の で は な く 、 夫 々 の テ キ ス ト の 持
つ 世 界 観 に 基 づ い て そ う 書 か ざ る を え な か っ た 必 然 性 に つ い て 探 っ た 。  そ
れ を ま と め る と 次 の 通 り で あ る 。  

 
■ 『 三 国 史 記 』 と 『 三 国 遺 事 』 の 記 事  

① か つ て は 一 般 に 『 三 国 史 記 』 と 『 三 国 遺 事 』 が 類 似 し た 内 容 を 持 つ 場  
合 、 『 三 国 史 記 』 が 正 式 の 史 書 だ と い う 認 識 か ら 『 三 国 史 記 』 の 記 事  
が 事 実 、 『 三 国 遺 事 』 の 記 事 が 虚 構 だ と 見 な さ れ て き た 。  

  ② し か し 、 『 三 国 史 記 』 の 場 合 、 新 羅 と 高 句 麗 の 連 携 、 新 羅 と 倭 の 敵 対  
高 句 麗 と 倭 の 敵 対 関 係 を 示 し 、 特 に 高 句 麗 を 「 大 国 」 と 記 し て い る 。  
一 方 、 『 三 国 遺 事 』 の 場 合 、 新 羅 と 高 句 麗 の 連 携 決 裂 、 新 羅 と 倭 の  
連 携 決 裂 、 新 羅 と 百 済 の 敵 対 関 係 を 示 す 。 要 す る に 『 三 国 史 記 』 の  
場 合 、 新 羅 の よ り 所 が 高 句 麗 に な っ て い る の に 対 し て 『 三 国 遺 事 』 で  
は 新 羅 の 孤 立 し た 対 外 関 係 を 示 し て い る の で あ る 。  

  ③ こ の よ う な 相 違 は 朴 (金 )堤 上 記 事 を 異 な る 物 語 に す る 。 『 三 国 遺 事 』  
が 孤 立 的 世 界 を 作 る が 故 に 『 三 国 遺 事 』 で は 金 堤 上 と い う 臣 下 の 忠 節  
が 『 三 国 史 記 』 よ り 強 調 さ れ 、 そ の 妻 も 神 聖 視 さ れ て い る 。 『 三 国  
史 記 』 が 大 国 と し て の 高 句 麗 を 強 調 す る が 故 に 朴 堤 上 は 『 三 国 遺 事 』  
と は 違 っ て 高 句 麗 か ら 平 和 的 に 帰 還 す る こ と に な る の で あ る 。  

 
 ■ 『 古 事 記 』 と 『 日 本 書 記 』 の 記 事  

① 『 古 事 記 』 に は 朴 堤 上 の 記 事 が な い 。 『 古 事 記 』 に は そ も そ も 高 麗  
も な く 、 新 羅 も 『 日 本 書 記 』 と は 違 っ て 日 本 か ら 見 て 蕃 国 で は な く 、 新  
羅 の ヒ ボ コ 王 子 は 神 功 皇 后 と 血 縁 で 繋 が っ て い る 。 そ こ で 、 対 立 し た 新  
羅 と 倭 の 関 係 、 朴 堤 上 が 登 場 す る 記 事 の 中 の 人 質 の 話 な ど は 不 要 で あ る  
。  

 ② 『 日 本 書 記 』 で は 他 の 史 書 と は 違 っ て モ マ リ シ チ が 朝 貢 の 使 い と し て 示
さ れ 、 新 羅 の 草 羅 城 征 伐 と そ の 捕 虜 に つ い て ま で 語 ら れ る 。 『 日 本 書 記
』 で は 新 羅 を 「 小 鬼 」 と し 、 絶 え 間 な く 征 伐 さ れ る 対 象 と し て 描 か れ る
。 そ の よ う な 関 係 の 中 で モ マ リ シ チ は 征 伐 の 正 当 性 を 与 え る よ い 素 材 と
な る の で あ る 。  

  
要 す る に 、 テ キ ス ト に よ っ て 異 な る 記 事 は テ キ ス ト 全 体 の 中 で そ う 書 か ざ

る え な い 必 然 性 （ 背 景 ） を も つ 。 そ れ を 虚 構 と い い 捨 て る べ き で も な く 、 事
実 と い い 信 奉 す る べ き で も な い 。 世 界 観 の 相 違 は そ れ ぞ れ の テ キ ス ト に さ ま
ざ ま な 物 語 を 与 え る 。 テ キ ス ト が 作 ら れ た 背 景 に よ る 根 本 的 な 違 い を 理 解 す
る こ と は 日 韓 の 歴 史 論 争 に お い て 何 よ り 先 に 行 わ れ る べ き で は な い か と 思 わ
れ る 。  
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